
学
生
が
事
業
化
計
画
立
案

村
川
正
夫
セ
ン
タ
ー
長

日本工業大学産学連携起業教育センター

　
―
産
学
連
携
起
業
教
育
セ

ン
タ
ー
の
主
な
役
割
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
大
学
が
持
つ
研
究
能
力

の
活
用
、
産
学
官
金
交
流
の

促
進
、
起
業
の
た
め
の
人
材

育
成
が
３
大
テ
ー
マ
。
近
年

特
に
重
視
し
て
い
る
の
が
、

三
つ
目
の
起
業
教
育
だ
。
毎

年
、
学
生
が
立
案
し
た
事
業

化
計
画
を
審
査
す
る

ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
き
、
本
学
の
起
業
教
育

講
座
を
履
修
し
た
学
生
か
ら

２
０
０
件
前
後
の
応
募
を
受

け
て
い
る
。
学
生
は
技
術
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

ビ
ジ
ネ
ス
と
結
び
つ
け
て
考

え
る
べ
き
だ
。
２
０
１
０
年

度
か
ら
は
、
同
コ
ン
テ
ス
ト

の
審
査
員
に
宮
代
町
長
を
招

き
、
地
域
と
の
連
携
強
化
に

も
つ
な
げ
て
い
る
」

　
―
課
題
は
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
中
、
そ
れ
に
対

応
で
き
る
起
業
家
を
養
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
９
月

に
始
ま
っ
た
川
口
信
用
金
庫

の
支
援
に
よ
る
寄
付
講
座

創
業
の
基
礎

に
は
、
海

外
展
開
な
ど
に
関
す
る
内
容

を
今
後
よ
り
多
く
盛
り
込
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
」

　
―
研
究
能
力
活
用
に
関
し

て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
企
業
の
要
望
に
応
え
る

形
で
技
術
相
談
、
受
託
研

究
、
共
同
研
究
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を

ご
用
聞

き

の
形
で
展
開
し
て
い
る

の
が
当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
。

企
業
出
身
で
技
術
士
で
も
あ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
積

極
的
に
会
社
を
訪
問
し
、
ニ

ー
ズ
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
上

で
素
早
く
各
教
授
と
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
い
る
」

　
―
企
業
側
に
求
め
た
い
こ

と
は
。

　
「
大
学
は
決
し
て
敷
居
が

高
い
所
で
は
な
い
。
学
生
が

い
る
た
め
、
公
設
試
験
研
究

機
関
と
比
べ
人
員
面
で
恵
ま

れ
て
い
る
の
も
メ
リ
ッ
ト

だ
。
加
え
て
、
本
学
は
他
大

学
以
上
に
設
備
が
充
実
し
て

い
る
と
自
負
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
も
っ
と
気
軽
に
相
談
を

持
ち
込
ん
で
来
て
ほ
し
い
」

企
業
の
若
手
技
術
者
育
成
に
力

市
川
　
茂
樹
セ
ン
タ
ー
長

ものつくり大学ものつくり研究情報センター

　
―
４
月
に
、
も
の
つ
く
り

研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　
「
継
続
は
力
と
い
う
考

え
方
で
、
技
術
開
発
と
人
材

育
成
を
２
本
柱
と
し
た
従
来

の
路
線
を
踏
襲
す
る
。
技
術

開
発
の
面
で
は
、
当
セ
ン
タ

ー
は
２
０
０
１
年
の
開
所
以

来
、
企
業
と
の
共
同
研
究
や

受
託
研
究
な
ど
で
累
計
約
２

５
０
件
の
実
績
を
上
げ
て
き

た
。
ま
た
、
加
工
精
度
な
ど

に
関
す
る
技
術
相
談
に
も
積

極
的
に
応
じ
て
い
る
。
今
後

も
地
道
に
活
動
を
続
け
て
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、
そ
こ

か
ら
当
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
中
小
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
た
い
」

　
―
人
材
育
成
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
埼
玉
県
と
連
携
し
、
県

内
中
小
企
業
の
若
手
技
術
者

向
け
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て

い
る
。
例
え
ば
、
今
年
度
は

電
子
回
路
技
術
が
テ
ー
マ
。

デ
ジ
タ
ル
の
み
な
ら
ず
ア
ナ

ロ
グ
回
路
の
設
計
・
製
作
に

つ
い
て
も
教
え
る
の
が
特
徴

だ
。
ア
ナ
ロ
グ
の
基
礎
に
つ

い
て
知
識
が
な
い
と
、
実
際

に
は
成
り
立
た
な
い
設
計
を

し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ

る
」

　
―
セ
ン
タ
ー
の
課
題
は
。

　
「
技
術
相
談
を
受
け
た
場

合
、
対
応
で
き
そ
う
な
教
授

に
個
別
に
お
願
い
し
て
い
る

の
が
現
状
。
も
っ
と
シ
ス
テ

ム
化
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
専
門
分
野
が
近
い
教
授

ら
で
構
成
す
る
い
く
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
よ
り

迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
に

し
た
い
。
来
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
」

　
―
将
来
的
に
取
り
組
み
た

い
こ
と
は
。

　
「
当
セ
ン
タ
ー
が
テ
ー
マ

を
提
示
す
る
形
で
の
産
学
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
例

え
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
な

ど
、
次
世
代
技
術
を
用
い
て

新
し
い
モ
ノ
を
作
る
取
り
組

み
に
し
た
い
。
学
生
参
加
型

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
で
き
れ

ば
理
想
的
だ
」

企
業
が
求
め
る
情
報
を
提
供

根
岸
利
一
郎
所
長

埼玉工業大学先端科学研究所

　
―
学
内
で
の
先
端
科
学
研

究
所
の
位
置
付
け
は
。

　
「
大
学
に
よ
る
社
会
連
携

・
社
会
貢
献
の
中
心
的
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

顕
微
鏡
や
各
種
測
定
機
な
ど

の
装
置
を
開
放
し
、
地
元

企
業
に
比
較
的
安
い
料
金
で

利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
こ
５
年
で
走
査
型
電
子
顕

微
鏡

Ｓ
Ｅ
Ｍ

の
年
間
延

べ
利
用
時
間
が

倍
近
く
に

増
え
る
な
ど
、
認
知
度
が
地

域
内
で
高
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
る
。
こ
の
ほ
か
、
地
元
住

民
が
参
加
で
き
る
科
学
技
術

に
関
す
る
討
論
会
や
心
理
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
場
も
設
け

て
い
る
」

　
「
当
研
究
所
教
授
会
の
メ

ン
バ
ー
は

人
。
専
任
教
員

２
人
、
工
学
部
と
の
兼
任

人
、
人
間
社
会
学
部
と
の
兼

任
５
人
で
構
成
し
て
い
る
」

　
―
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

は
。

　
「
４
月
に
、
我
々
が
推
進

す
る

機
能
的
ナ
ノ
材
料
に

よ
る
新
規
な
表
面
・
バ
イ
オ

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
創
出

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
が
、

文
部
科
学
省
の
２
０
１
１
年

度
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基

盤
形
成
支
援
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
た
。

年
度
の
中
間

評
価
ま
で
に
一
定
の
成
果
を

出
し
、
事
業
継
続
に
つ
な
げ

た
い
」

　
―
埼
玉
県
北
部
地
域
の
企

業
な
ど
で
構
成
す
る

先
端

科
学
研
究
所
協
力
会

に
つ

い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
現
在
の
会
員
数
は
約

社
。
毎
年
４
回
、
技
術
講
演

会
を
開
い
て
い
る
。
講
演
を

通
じ
て
企
業
が
求
め
て
い
る

知
識
・
情
報
を
提
供
す
る
と

同
時
に
、
企
業
間
や
産
学
の

交
流
を
促
し
て
連
携
の
き
っ

か
け
と
す
る
の
が
狙
い
だ
」

　
―
国
に
対
し
て
は
ど
ん
な

こ
と
を
望
み
ま
す
か
。

　
「
日
本
の
科
学
技
術
が
世

界
に
後
れ
を
と
っ
て
い
る
こ

と
を
危
惧
し
て
い
る
。
特

に
、
海
外
に
前
例
が
な
い
独

自
の
研
究
が
補
助
金
対
象
に

な
り
に
く
い
今
の
体
制
に

は
、
問
題
が
あ
る
。
早
急
に

改
善
し
て
ほ
し
い
と
思
う
」

社
会
と
地
域
へ
の
貢
献
柱
に

吉
田
泰
彦
理
工
学
部
長

東洋大学理工学部

　
―
今
年
で
川
越
キ
ャ
ン
パ

ス
設
立

周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　
「
設
立
当
初
よ
り
産
学
交

流
を
前
面
に
う
た
っ
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も

長
い
伝
統
が
あ
る
。
現
在
、

発
足
３
年
目
と
な
る

産
学

協
同
教
育
セ
ン
タ
ー

で
は

現
代
Ｇ
Ｐ
で
培
っ
た
中
核
人

材
育
成
事
業
を
継
承
。
主

に
、
地
元
中
小
企
業
の
若
手

教
育
と
し
て
年
間
複
数
の
研

修
コ
ー
ス
を
展
開
す
る
」

　
―
産
学
協
同
教
育
セ
ン
タ

ー
の
今
後
の
展
開
は
。

　
「
社
会
と
地
域
へ
の
貢
献

を
柱
に
据
え
る
。
こ
れ
ま
で

研
修
項
目
の
設
定
は
企
業
の

希
望
に
沿
っ
て
決
め
て
お

り
、
年
間
４
コ
ー
ス
程
度
を

実
施
。
受
講
企
業
の
中
で
意

外
に
多
い
の
が
化
学
系
授
業

へ
の
要
望
。
２
０
１
２
年
度

以
降
は
応
用
化
学
な
ど
の
分

野
を
強
化
し
、
年
間
で
８
コ

ー
ス
程
度
行
い
た
い
」

　
―

年
に
工
学
部
を
理
工

学
部
へ
と
改
編
し
た
の
を
き

っ
か
け
に
、
総
合
情
報
学
部

を
新
設
。
理
工
学
部
内
に
は

生
体
医
工
学
科
を
新
設
し
ま

し
た
。
　

　
「
総
合
情
報
学
部
は
文
系

の
学
生
に
も
情
報
系
技
術
の

素
養
を
つ
け
て
も
ら
う
の
が

狙
い
。
生
体
医
工
学
科
は
、

長
寿
時
代
な
ど
に
際
し
、
医

学
や
生
物
科
学
と
工
学
を
結

ぶ
新
領
域
を
開
く
人
材
の
育

成
を
図
る
」
　

　
―
特
徴
的
な
「
バ
イ
オ
・

ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研

究
セ
ン
タ
ー
」
設
置
か
ら
約

年
が
た
ち
ま
す
。

　
「
バ
イ
オ
と
ナ
ノ
テ
ク
を

融
合
し
た
分
野
の
研
究
で
は

大
学
と
し
て
草
分
け
。
こ
れ

ま
で

私
立
大
学
高
度
化
推

進
事
業
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー

チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
補

助
金

を
３
回
受
け
、

世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
一
度
採
択
さ
れ
た
。
２
０

１
１
―
２
０
１
５
に
は

私

立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形

成
支
援
事
業

と
し
て
、

億
９
０
０
０
万
円
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大

い
に
成
果
を
残
し
た
い
」

　少子化により大学間の競争が激化している。存在意義
を維持するため多くの大学が目指すのは、地域社会との
融合だ。そんな中、産学連携は重要なテーマの一つ。埼
玉県内４工科系大学は、地元企業からの相談を受け付け
る産学連携拠点を設け、共同研究などを積極的に推進し
ている。各拠点のトップに現状と展望を聞いた。

埼玉県内工科大学の産学連携戦略
　　 ２０１１年 平成２３年 １１月３０日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）


